
令和６年１月 第７３号隊友千葉だより

千葉県隊友会事務局
事務所開所時間
月・水・金
10:00～15:00

隊
友
千
葉
だ
よ
り

千
葉
県
隊
友
会
会
員
及
び
ご
家
族
の
皆
様
、
穏

や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
と
い
わ
れ
形
を
変
え
な
が
ら
様
々

な
行
事
等
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
再
開
の
是

非
の
検
討
過
程
に
お
い
て
再
開
を
断
念
さ
れ
た
も
の

も
数
多
く
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
も
「
我
が
国
の
平
和
と

独
立
を
守
る
」
と
い
う
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
は

ぶ
れ
る
こ
と
な
く
淡
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
安

全
保
障
環
境
は
更
に
厳
し
さ
を
増
し
、
加
え
て
新
入

隊
員
募
集
環
境
の
悪
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
「
国
民
と
自
衛
隊
の
か
け
橋
」
と
し
て
隊
友

会
の
真
価
を
発
揮
す
べ
き
年
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

国
民
に
「自
衛
隊
員
と
い
う
仕
事
の
す
ば
ら
し
さ
」を

知
っ
て
も
ら
い
人
的
基
盤
の
強
化
に
貢
献
す
る
地
道

な
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
千
葉
県
隊
友
会
の
基
盤
を
強
固
な
も
の
と

す
る
た
め
に
引
き
続
き
、
新
入
会
員
獲
得
と
引
越

見
積
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
公
益
事
業
の
推
進
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
活
動
す
る
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て

現
役
に
隊
友
会
の
存
在
意
義
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

隊
員
家
族
支
援
な
ど
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

千
葉
県
隊
友
会
長

ご
挨
拶

千
葉
県
隊
友
会
と
し
て
も
今
年
は
隊
員
家
族
支
援
の

実
効
性
確
保
に
つ
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

結
び
に
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

千葉県隊友会
会長 菊地 聡

在
葉
部
隊
指
揮
官

ご
挨
拶

同
日
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
行
わ
れ
、

ま
た
１
０
月
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ス
ラ
ム
組
織

ハ
マ
ス
と
の
間
で
大
規
模
な
戦
闘
が
生
起
す
る
な

ど
、
ま
さ
に
戦
後
最
も
厳
し
く
か
つ
複
雑
な
安
全

保
障
環
境
を
象
徴
す
る
よ
う
な
１
年
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
陸
上
自
衛
隊
高
射
学
校

は
、
航
空
自
衛
隊
、
米
陸
軍
防
空
砲
兵
等
と
緊
密

に
連
携
し
つ
つ
、
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
一

翼
を
担
う
高
射
特
科
隊
員
の
育
成
に
努
め
て
参
り

ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
空

脅
威
は
、
ミ
サ
イ
ル
や
Ｕ
Ａ
Ｖ
な
ど
、
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
脅
威
に
有
効
に
対

処
す
る
た
め
、
陸
自
高
射
特
科
に
お
い
て
も
弾
道

ミ
サ
イ
ル
や
極
超
音
速
兵
器
に
対
す
る
迎
撃
能
力

の
強
化
、
レ
ー
ザ
ー
等
の
指
向
性
エ
ネ
ル
ギ
ー
装

備
の
早
期
装
備
化
等
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
を
見
据
え
つ
つ
、
引

き
続
き
予
期
さ
れ
る
事
態
を
念
頭
に
部
隊
運
用
要

領
を
研
究
・
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
防

衛
を
全
う
し
得
る
人
材
の
育
成
に
努
力
す
る
所
存

で
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
高
射
学
校
に
対
し
今
後
も
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

陸上自衛隊高射学校長
兼ねて下志津駐屯地司令
陸将補 小山直伸

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
千
葉
県
隊
友
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

対
す
る
軍
事
侵
略
の
継
続
に
加
え
、
新
年
早
々
の
１

月
１
日
か
ら
尖
閣
諸
島
周
辺
の
接
続
水
域
に
お
け
る

中
国
海
警
局
船
舶
の
航
行
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
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【瑞
宝
小
綬
章
】

市
川
支
部

天
草

洋

（陸
）札
幌
駐
屯
地
業
務
隊
長

館
山
支
部

榎
本

祐
三

（海
）第
１
２
１
航
空
隊
司
令

松
戸
支
部

千
原

和
人

（陸
）東
部
方
面
後
方
支
援
隊
副
隊
長

柏
支
部

戸
田

眞
一
郎

（航
）
第
８
３
航
空
隊
副
司
令

松
戸
支
部

永
戸

正
文

（陸
）武
器
学
校
教
育
部
長

柏
支
部

諸
橋

茂

（陸
）研
究
本
部
幹
事

（令
和
五
年
十
一
月
三
日
）

【瑞
宝
双
光
章
】

館
山
支
部

新
井

務

（海
）館
山
航
空
基
地
隊(

館
山)

船
橋
支
部

樺

政
児

（陸
）第
１
空
挺
団(

習
志
野
）

船
橋
支
部

川
端

康
之

（陸
）第
２
高
射
特
科
群

柏
支
部

逆
井

和
浩

（陸
）化
学
学
校(

大
宮)

木
更
津
支
部

坂
間

浩
之

（陸
）第
１
輸
送
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
群(

木
更
津)

四
街
道
支
部

白
木

正
一

（陸
）高
射
学
校
（下
志
津
）

松
戸
支
部

中
島

均

（海
）下
総
航
空
基
地
隊(

下
総)

【瑞
宝
単
光
章
】

松
戸
支
部

石
渡

英
男

（陸
）第
２
高
射
特
科
群(

下
志
津
）

四
街
道
支
部

田
渕

達
哉

（陸
）高
射
学
校
（下
志
津
）

（令
和
五
年
十
一
月
三
日
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
賞
者

令
和
五
年
秋
の
叙
勲
受
章
者

◆
事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ
◆

謹
賀
新
年

千
葉
県
隊
友
会
の
皆
様
、
平
素
か
ら
千
葉

県
隊
友
会
事
務
局
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ

り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
早
期
終
結
の
願
い
も
虚
し
く
、
今
も
継

続
し
、
そ
の
終
わ
り
が
見
え
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
十
月
に
は
ハ
マ
ス
の
テ
ロ
活
動
で
始

ま
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
戦
争
は
、
ハ
マ

ス
の
殲
滅
を
企
図
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
目
的

が
達
成
さ
れ
る
ま
で
続
く
こ
と
も
予
測
さ
れ

ま
す
が
、
悲
惨
な
現
状
に
心
を
痛
め
る
と
と

も
に
、
日
本
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
中

東
地
域
に
そ
の
余
波
が
拡
大
し
な
い
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
日
本
国
内
の
物

価
高
経
済
の
継
続
に
加
え
、
政
治
混
乱
も
あ

り
、
決
し
て
安
泰
な
年
で
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
各
支
部
に
お
か
れ
て
は

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
、
規
模
縮
小
し
て
い
た
事

業
を
再
開
し
、
隊
友
会
の
目
的
達
成
に
向

か
っ
て
鋭
意
活
動
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
奇
数
月
第
二
土
曜
日
に
事
務
局
で

実
施
し
て
い
る
新
聞
郵
送
作
業
の
ご
支
援
を

頂
い
て
い
る
近
隣
支
部
会
員
に
感
謝
申
し
上

げ
、
紙
面
を
お
借
り
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
に
お
い
て
も
、
支
部
活
動
が
主

体
と
な
っ
て
千
葉
県
隊
友
会
の
活
動
が
更
に

活
発
に
な
る
よ
う
事
務
局
と
し
て
、
支
部
長

を
は
じ
め
支
部
会
員
お
よ
び
県
本
部
理
事
役

等
と
緊
密
に
連
携
し
事
務
局
業
務
を
進
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
引
続
き
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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叙
勲
綬
章
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
年
に
亙
る
多
大
な
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

【瑞
宝
中
綬
章
】

茂
原
支
部

千
葉

德
次
郎

（陸
）北
部
方
面
総
監

◆
令
和
六
年
の
主
要
行
事
の
お
知
ら
せ

①
臨
時
理
事
役
会

三
月
六
日
（水
）十
三
時
半
～
十
六
時

千
葉
県
隊
友
会
事
務
局

➁
理
事
役
会
及
び
後
期
支
部
長
会
議

三
月
十
六
日
（土
）
九
時
～
十
二
時

千
葉
市
民
会
館
三
階
会
議
室

※

後
段
：
隊
友
政
治
連
盟
総
会

③
令
和
六
年
度
通
常
総
会

四
月
十
七
日
（水
）
十
三
時
半
～
十
九
時

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉

※

総
会
に
併
せ
て
、
表
彰
式
・防
衛

講
話
・懇
親
会
を
予
定
。

◆
年
会
費
納
入
お
よ
び
終
身
会
員
の
協

力
金
（寄
付
）の
お
願
い

一
月
の
隊
友
新
聞
に
振
込
用
紙
を
同
封

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
会
員
各
位
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
一
同

【千葉県隊友会事務局】
〒260-0042
千葉市中央区椿森1丁目26-9

コンラッドビル4階
電 話：043-306-2095
ＦＡＸ ：043-306-2096

Eメール
chibataiyuu@angel.ocn.ne.jp
ホームページ
http://www.chibataiyuu.com/

勤務日：月・水・金曜日

mailto:Eメールchibataiyuu@engel.ocn.ne.jp
mailto:Eメールchibataiyuu@engel.ocn.ne.jp
http://www.chibataiyuu.com/
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私
は
平
成
二
十
七
年
三
月
、
陸
自
高
射
学
校
で
定

年
退
職
し
た
の
ち
北
海
道
新
冠
町
に
単
身
移
住
、
現

職
時
代
の
上
司
相
樂
氏(1

6
B

陸)

が
起
業
し
た
「
北

海
道
食
美
樂
」
と
い
う
エ
ゾ
鹿
解
体
加
工
会
社
に
身

を
投
じ
五
年
間
エ
ゾ
鹿
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
会
社
は
新
冠
町
や
近
隣
の
町
か
ら
有
害
駆
除

処
理
施
設
と
し
て
指
定
を
受
け
、
地
元
ハ
ン
タ
ー

（
居
住
す
る
地
域
の
猟
友
会
に
所
属
し
、
市
町
村
か

ら
有
害
鳥
獣
駆
除
の
委
嘱
を
受
け
公
に
駆
除
を
行

う
ハ
ン
タ
ー
）
が
捕
獲
し
て
搬
入
し
た
エ
ゾ
鹿
な
ど
を

解
体
、
食
肉
や
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど
に
加
工
し
て
い
ま

す
。北

海
道
で
は
近
年
エ
ゾ
鹿
が
大
繁
殖
し
（
令
和
四

年
推
定
七
十
二
万
頭
）
、
農
林
業
被
害
を
及
ぼ
す
有

害
鳥
獣
と
し
て
駆
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
で
狩
猟
を
行
う
一
般
ハ
ン
タ
ー
の
猟
期
は
地

域
に
よ
り
差
は
あ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
九
、
十
月

か
ら
二
、
三
月
ま
で
の
冬
季
限
定
で
あ
る
の
に
対
し
、

有
害
鳥
獣
駆
除
員
は
そ
れ
以
外
の
通
年
で
駆
除
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
ハ
ン
タ
ー
は
狩
猟
税
を
課
せ
ら
れ
る
の

に
対
し
、
駆
除
員
は
そ
の
課
税
を
免
除
ま
た
は
減
額

さ
れ
る
ほ
か
駆
除
に
対
し
自
治
体
か
ら
奨
励
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
新
冠
町
で
は
ヒ
グ
マ
一
頭
一
万
円
、

エ
ゾ
鹿
九
千
円
、
、
ア
ラ
イ
グ
マ
・
キ
ツ
ネ
四
千
円
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

駆
除
員
の
捕
獲
数
は
ス
キ
ル
や
出
猟
日
数
の
多
少
に

よ
り
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
な
か
に
は
月
間
四
十
～
五

十
頭
を
捕
獲
す
る
腕
利
き
ハ
ン
タ
ー
も
存
在
し
ま
す
。

ち
な
み
に
食
美
樂
の
男
性
社
員
は
、
私
を
含
め
皆
有

害
鳥
獣
駆
除
員
と
し
て
仕
事
の
傍
ら
有
害
駆
除
に

あ
た
り
、
私
も
平
均
し
て
月
五
～
十
頭
ほ
ど
の
エ
ゾ

鹿
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
北
海
道
の
有
害
鳥
獣
駆
除
の
一
端
◆

駆
除
に
使
っ
て
い
た
銃
は
銃
の
所
持
後
十
年
以
内
の

者
が
所
持
で
き
る
「
ハ
ー
フ
ラ
イ
フ
ル
」（法
律
上
は
散

弾
銃
の
扱
い
）
で
し
た
。
銃
口
内
の
半
分
だ
け
腔
線
が

切
っ
て
あ
る
銃
で
、
ク
レ
ー
射
撃
や
鴨
撃
ち
で
つ
か
う

バ
ラ
弾
が
散
ら
ば
る
一
般
的
な
散
弾
銃
と
は
異
な
り

大
型
獣
専
用
の
銃
で
、
一
発
の
ス
ラ
ッ
グ
弾
を
発
射

す
る
物
で
す
。
（
写
真
参
考
）
ち
な
み
に
射
程
の
長
い

ラ
イ
フ
ル
は
散
弾
銃
を
十
年
間
所
持
し
た
後
で
な
け

れ
ば
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

さ
て
、
駆
除
員
は
駆
除
す
れ
ば
奨
励
金
を
も
ら
え

る
と
先
述
し
ま
し
た
が
、
い
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
狩
猟
免
許
取
得
や
銃
の
所
持
許
可
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
上
、
道
具
を
揃
え
る
に
も
大
金
が
必
要

で
す
。
米
国
製
な
ど
の
ハ
ー
フ
ラ
イ
フ
ル
は
価
格
が
二

十
万
円
以
上
、
ス
コ
ー
プ
は
ピ
ン
キ
リ
で
す
が
十
万

円
と
す
れ
ば
合
計
三
十
万
円
を
超
え
、
銃
ロ
ッ
カ
ー

な
ど
を
含
め
る
と
四
、
五
十
万
円
を
ゆ
う
に
超
え
る

高
い
買
い
物
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
弾
薬
も
高
価
で
、

銅
製
の
弾
は
一
発
八
百
～
千
円
（
北
海
道
で
は
鉛
被

害
防
止
の
た
め
安
価
な
鉛
弾
は
使
用
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
た
め
高
価
な
銅
弾
し
か
使
え
な
い
）
。
猟
に
使

う
車
も
捕
獲
し
た
鹿
を
積
載
で
き
る
よ
う
な
改
造

が
必
要
に
な
り
ま
す
し
、
鹿
を
求
め
て
一
日
中
車
を

走
ら
せ
る
と
燃
料
代
も
ば
か
に
な
り
ま
せ
ん
。

一
日
出
猟
し
て
運
よ
く
一
頭
駆
除
し
て
も
ト
ン
ト
ン

で
、
獲
れ
な
け
れ
ば
全
く
の
赤
字
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
新
た
な
ハ
ン
タ
ー
の
成
り
手

は
少
な
く
、
現
在
い
る
ハ
ン
タ
ー
の
高
齢
化
に
よ
る

廃
業
と
相
ま
っ
て
有
害
駆
除
に
あ
た
る
猟
友
会
員
は

減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
噂
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、
銃
の
取
り
扱
い

に
慣
れ
、
銃
口
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
自
衛
官
や

元
自
衛
官
を
対
象
に
特
例
処
置
で
銃
の
保
有
条
件

を
緩
和
す
る
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
か
、
ぜ
ひ
実

現
し
て
も
ら
い
た
い
と
心
か
ら
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

理
事
役

藤
田
正
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◆

鎌
ヶ
谷
支
部

◆

鎌
ヶ
谷
支
部
の
現
況
と
活
動
状
況
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

一

鎌
ヶ
谷
支
部
の
現
況
（会
員
数
と
構
成
）

隊
友
会
鎌
ヶ
谷
支
部
員
は
８
１
名
（令
和
５

年
１
１
月
３
１
日
現
在
）で
す
。
そ
の
構
成
は
、

陸
３
３
名
、
海
３
５
名
、
空
１
０
名
。
事
務
官
等

３
名
で
す
。
陸
、
海
が
主
要
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
近
傍
に
松
戸
駐
屯
地
、
下
総
基
地

が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
年
齢
構
成
は
、
５
０

歳
以
下
が
３
％
、
５
１
歳
か
ら
６
０
歳
が
５
％
、

６
１
歳
か
ら
７
０
歳
が
１
５
％
、
７
１
歳
か
ら
８

０
歳
が
３
１
％
、
８
１
歳
以
上
が
３
０
％
で
す
。

（８
０
歳
以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
６
割
超
え
）

二

会
員
数
の
変
遷
（減
少
）

私
が
支
部
長
に
着
任
し
た
の
は
、
８
年
前
で

す
。
当
時
の
会
員
数
は
１
０
８
名
で
し
た
。
現

在
の
人
員
数
は
、
当
時
と
比
べ
る
と
７
５
％
と

な
り
ま
す
。
人
員
の
減
少
を
陸
海
空
等
別
に

見
て
い
く
と
、
陸
、
海
が
減
少
の
主
要
因
で
あ

り
、
空
・
事
務
官
等
は
殆
ど
変
化
あ
り
ま
せ
ん
。

減
少
の
主
要
理
由
は
、
逝
去
、
転
出
で
す
。

三

鎌
ヶ
谷
支
部
の
主
要
な
活
動
内
容

○
年
度
総
会

鎌
ヶ
谷
支
部
は
、
３
月
又
は
４
月
に
年
度
総

会
と
い
う
懇
親
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
た

だ
、
そ
の
参
加
者
は
８
年
前
が
１
８
名
で
あ
っ

た
の
に
対
し
昨
年
は
６
名
と
激
減
し
て
ま
す
。

○
忠
霊
塔
参
拝

平
成
２
９
年
か
ら
鎌
ヶ
谷
市
内
に
あ
る
忠

霊
塔
へ
の
参
拝
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
毎
年
５
か
ら
８

名
の
参
加
を
得
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
、
関
東
補
給
処
松

戸
支
処
長
、
需
品
学
校
総
務
部
長
が
参

加
予
定
で
し
た
。
（
悪
天
候
で
中
止
）

○
隊
友
紙
配
布
５
７
名
分
が
手
配
り

で
す
。
支
部
内
を
７
個
の
地
域
に
分
け
て

担
当
者
に
配
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
本
年
度
か
ら
１
個
地
区
の
担
当

者
が
転
出
し
た
に
も
拘
わ
ら
ず
代
替
者

が
お
ら
ず
私
が
配
っ
て
い
る
現
状
か
ら
手

配
り
の
継
続
も
厳
し
い
状
況
で
す
。

○
災
害
等
対
応
（災
害
情
報
・家
族
支

援
）５

名
か
ら
１
０
名
で
災
害
情
報
協
力
、

家
族
支
援
業
務
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

四

支
部
運
営
の
明
る
い
兆
し

各
種
活
動
に
際
し
て
対
応
人
員
の
固

定
化
が
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
家
族

支
援
に
お
い
て
趣
旨
・協
力
依
頼
を
手
紙

で
出
し
た
際
、
こ
れ
ま
で
各
種
活
動
に
全

く
参
加
し
た
こ
と
が
無
い
方
か
ら
協
力

の
返
事
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
し
た
。
何
か
あ
っ
た
ら
協
力
し
て
く
れ

る
潜
在
的
な
隊
友
会
員
が
い
る
こ
と
を

再
認
識
し
ま
し
た

令和4年 忠霊塔参拝

鎌
ヶ
谷
支
部
長

坂
本
祥
貢

◆

香
取
支
部

◆

香
取
支
部
の
現
況
と
活
動
状
況
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

香
取
支
部
は
、
千
葉
県
北
部
地
域

（
北
総
地
域
）
の
佐
原
市
と
香
取
郡

（
多
古
、
栗
源
、
神
崎
、
小
見
川
、

山
田
、
東
庄
の
各
町
）
を
活
動
拠
点

と
し
、
会
員
は
現
在
２
３
名
で
す
。

会
員
構
成
は
、
６
０
代
が
１
０
名

で
、
７
０
歳
以
上
が
１
３
名
（
最
高

齢
９
４
歳
）
で
す
。

地
域
内
に
自
衛
隊
の
基
地
な
ど
は
無

く
、
新
入
会
員
も
こ
の
と
こ
ろ
殆
ど

な
く
、
高
齢
者
進
ん
で
お
り
、
支
部

と
し
て
は
、
新
聞
の
手
配
り
や
、
県

会
な
ど
の
要
請
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。

佐
原
市
は
、
市
内
を
流
れ
る
小
野

川
を
中
心
に
、
か
っ
て
栄
え
た
縁

(

よ
す
が)

を
残
す
小
江
戸
風
情
が
漂

う
街
で
、
毎
年
、
７
月
に
は
夏
祭
り

が
、
１
０
月
に
は
秋
に
は
祭
り
が
催

さ
れ
ま
す
。
【
詳
し
く
は
、
「
さ
わ

ら
の
大
祭
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。
】

昨
年
ま
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開

催
が
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
予
定
通
り
開
催
さ
れ
、
多
く
の

観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

来
年
も
予
定
通
り
開
催
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
が

囁
か
れ
る
昨
今
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
ち
ら
の
方
で
は
、
昔
な
が
ら
の

ん
び
り
と
祭
り
の
風
情
を
堪
能
で

き
ま
す
。

ま
た
、
食
事
は
、
う
な
ぎ
の
か
ば

焼
き
で
、
と
い
う
の
も
一
考
で
す
。

香
取
支
部
長

石
川
芳
夫

『千
葉
だ
よ
り
』の
支
部
紹
介
の

予
定
は
、
次
の
通
り
で
す
の
で
、
楽

し
み
に
し
て
、
お
待
ち
下
さ
い
。

◎
３
月
号
：

我
孫
子
支
部

緑
支
部

【
支
部
紹
介
記
事
の

掲
載
予
定
】
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